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「道の駅」の地域への波及効果向上に向けた調査・分析

「道の駅」の地域への波及効果
向上に向けた調査・分析

研究課題名：

共同研究機関：

協 力 機 関 ：

研 究 区 分 ：

実 施 年 度 ： R2-R3年度

経常研究
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「道の駅」の地域への波及効果向上に向けた調査・分析

研究背景と目的

●「道の駅」の増加

• 2021年3月30日時点で道内には129の「道の駅」が登録されている。

• R2年度に3件、R3年度に1件※が新規で登録されており、今後も「道の
駅」の登録は増加することが想定される。

▲国交省資料

※2021年3月30日時点で登録決定済のみ
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「道の駅」の地域への波及効果向上に向けた調査・分析

研究背景と目的

●本研究の目的

「道の駅」の地域への波及効果を高める要因を明らかにし、市町村が
「道の駅」を新築・改修および運用改善を行う際に活用できるノウハウを
まとめた資料集を作成する。

「道の駅」のハード面、ソフト面の課題を明らかにし、
その対応策について検討が必要である。

●「道の駅」の課題

建築的な課題（ハード面）・運営的な課題（ソフト面）
⇒「道の駅」の制度が開始されてから約30年が経過しており、

設立当初より発展し地域内外へ波及効果をもたらす「道の駅」や、
衰退してしまっている「道の駅」が混在
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「道の駅」の地域への波及効果向上に向けた調査・分析

結果の概要① 市町村・管理者へのアンケート

１．道内の「道の駅」を有する自治体
２．「道の駅」の管理者

調査対象

〇配布数：自治体127、管理者128

〇回答率：自治体51.2%、管理者50.8%

〇主な調査項目
・自治体：「道の駅」の設置目的

増改築等の実績
設置効果 など

・管理者：運営上の満足度
来場者数、売上高、収支
運営に携わっている団体 など

調査概要
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「道の駅」の地域への波及効果向上に向けた調査・分析

結果の概要② 市町村・管理者へのアンケート

42 15 8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい(65%) いいえ(23%) 無回答(12%) N = 65

■どのような施設に効果があったか。
・観光施設：11

・温泉／宿泊施設：10

・飲食店：9

・キャンプ場などのレジャー施設：4

・「道の駅」周辺に飲食店が増加：1

・遊戯施設：1 など

■周辺施設に効果をもたらすための工夫
・デジタルサイネージ等による情報発信：10

・クーポンの配布：5

・レンタサイクル：3

・観光コンシェルジュの常駐：3

・宿泊施設が「道の駅」に隣接する観光施設

見学付きプランを販売：1

・周遊イベントの実施：1 など

〇「道の駅」を設置してまちに何らかの効果があったか
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「道の駅」の地域への波及効果向上に向けた調査・分析

結果の概要③ 市町村・管理者へのアンケート

■不満側回答者のコメント（自由記述）
• 平面レイアウトが複雑で段差もあり、床面の清掃に苦慮する。

• バックヤードが狭い（8件）

• 建物周囲が開口部となっているため夏期は日射により室内温度が上昇し、野菜の鮮度を保ちにくい。

• 飲食スペースと物品販売の動線が重なっている。

満足, 2

やや満足, 5

どちらでもない, 15

やや不満, 28

不満, 6

無回答, 9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 65

満足, 7

やや満足, 13

どちらでもない, 13

やや不満, 17

不満, 8

無回答, 7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 65

(a) 建物規模に対する満足度 (b) 室内温湿度に対する満足度

〇建物に対する満足度

〇建設後すぐに増築する事例も・・・
• 売場面積の拡大、地元特産品の提供機能増設のため（2008年新築 → 2016年増築）

• 出店者の増加に伴う売場不足のため（2004年新築建物 → 2007年増築）
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「道の駅」の地域への波及効果向上に向けた調査・分析

結果の概要⑤ 市町村・管理者へのアンケート

増加, 21 減少, 23 横ばい, 11

無回答, 10

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 65

■来場者数が増加している「道の駅」

⇒当該「道の駅」の取組は他の「道の駅」にも
参考になる可能性がある。

100%

81%

48%

43%

33%

33%

24%

24%

19%

19%

14%

14%

5%

0%

0%
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地元特産品の販売

他の「道の駅」にはない商品

地元特産品を用いたレストラン

アクセスの良さ

駐車場の広さ

観光情報等の情報発信

スタッフの対応

その他

車中泊可能

周辺施設にはない機能

イベントの内容

建物の美化

イベントの回数

レジャー施設

宿泊施設
N = 21

■地元特産品の販売は集客効果を上げる

重要な項目と考えられる。

■イベント、宿泊施設は必ずしも

集客効果を上げる項目ではない可能性がある。

〇「道の駅」がオープンした年度に対する来場者数の増減で分類

〇集客効果を上げていると考えられる項目（来場者数増加の「道の駅」抜粋）
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「道の駅」の地域への波及効果向上に向けた調査・分析

結果の概要⑥ 市町村・管理者へのアンケート

〇「道の駅」設置による地域内外への波及効果

飲食店（B町） 漁協（C町）

米

牡蠣

牡蠣
米イベント出店

A町

町外との連携
「道の駅」
(A町)

農家
(76世帯)

障がい者
福祉施設

地域おこし
協力隊

魅力向上
委員会

町内との連携

特産品推進
協議会

A町民

出店

設立

支援金

商品アイディア

現状改善案

●地域内外への波及効果を確認
「道の駅」を介して、①地元企業が商品開発に着手、②町外で地元特産品の販売、③町外

の特産品を販売、などの地域内外への波及効果が確認できる。
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「道の駅」の地域への波及効果向上に向けた調査・分析

ケーススタディ①

〇D町「道の駅」整備検討委員会への参画

■2020年度
7/10  (金) D町役場打合せ
9/2 (水) 第一回「道の駅」整備検討委員会

→委員に向けて「道の駅」事例を紹介。
9/30  (水) 第二回「道の駅」整備検討委員会
10/20(水) 第三回「道の駅」整備検討委員会
11/25(水) 第四回「道の駅」整備検討委員会
1/20  (水) 第五回「道の駅」整備検討委員会

→アンケート結果を委員会で報告。
2/24  (水) 第六回「道の駅」整備検討委員会

→「D町 道の駅基本構想」の資料編に
アンケート結果の一部が掲載された。

■2021年度
4/26  (月) 第七回「道の駅」整備検討委員会
9/1 (金) 第八回「道の駅」整備検討委員会
10/21(月) 第九回「道の駅」整備検討委員会
12/3 (金) 第十回「道の駅」整備検討委員会

●インタビュー調査から、コンセプトを明確にしないまま設計・運営されて
いる実態が明らかになる。
→このことを踏まえ、ケーススタディとしてD町に参画
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「道の駅」の地域への波及効果向上に向けた調査・分析

ケーススタディ②

〇D町「道の駅」整備検討委員会への参画

■ケーススタディの結果
他の「道の駅」の計画の際にも共通す
る可能性がある以下の項目を把握

i) 「道の駅」の立地はどこにするか。
ii) まちなか誘導の方法を検討。
iii) 「道の駅」では何を販売するのか。

■「D町 道の駅基本構想」の資料編に
アンケート結果の一部が掲載
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「道の駅」の地域への波及効果向上に向けた調査・分析

研究結果をまとめた資料集

〇報告書と併せて公開中です

PDF（2.95MB）

※PDFをご覧の方は、QRコード
をクリックしてください。

■本資料集は、自治体のご担当者様が「道の駅」を新築・改修および
運用改善を行う際に活用される。

http://www.hro.or.jp/list/building/result_pdf/R03h/428.pdf
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「道の駅」の地域への波及効果向上に向けた調査・分析

まとめ

1) 「道の駅」管理者や自治体へのアンケート・インタビュー調査から、建物の

形状や温熱環境の制御といった建築的な課題が抽出された。

2) 「道の駅」を対オープン年度比の来場者数の増減で分類し、来場者数増の要
因として、「地元特産品の販売」、「他の道の駅にはない商品」と
いった項目が重要であることが確認された。

3) 「道の駅」を介して、①地元企業が商品開発に着手、②町外で地元特産品の

販売、③町外の特産品を販売、などの地域内外への波及効果が確認された。

4) ケーススタディとしてD町「道の駅」整備検討委員会に参画した。基本計画策

定時には、立地や周辺施設への誘導方法といった、他の「道の駅」の計画
の際にも共通する可能性がある項目を把握した。

5) 本研究で得られたアンケート結果の一部は「D町 道の駅基本構想」の参考
資料に活用された。

6) 本研究の結果に基づき、資料集を作成した。


